
令和５年（2023年）
８月１日発行

No.271

「恩方の清流でのひととき」
（夕やけ小やけふれあいの里）

今号は、子安町在住の 森 淳 さん  の作品です。

令和５年（2023年）
第２回定例会

夕やけ小やけふれあいの里
童謡「夕焼小焼」のモデルとして知られる上恩
方町にある自然体験型の施設です。
園内を流れる川では釣りのほか、夏には涼しい
川遊びが楽しめます。

議案審議や一般質問で議員が質す！議案審議や一般質問で議員が質す！
ただただ

新しい市議会の構成が決まり初の定例会を開催
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市
長
提
出
議
案
15
件
を
可
決

５
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
８

日
か
ら
６
月
26
日
ま
で
の
19
日
間
の

会
期
で
行
い
ま
し
た
。
本
会
議
で
は
、

議
案
を
審
議
し
、
市
長
提
出
議
案
15

件
を
可
決
し
た
ほ
か
、
議
員
提
出
議

案
２
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
市
長
提
出
議
案
の
う
ち
、

委
員
会
へ
の
付
託
を
省
略
し
た
議
案

は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

議
案
の
審
議
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
へ

可
決
し
た
付
託
省
略
議
案

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
（
若
槻
周
平
氏
）

議
員
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案
は
、
意
見
書
２
件

を
審
議
し
、
否
決
し
ま
し
た
。

委 

員 

会

常
任
委
員
会
で
付
託
議
案
を
審
査

本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
14
件

は
、
各
常
任
委
員
会
で
慎
重
に
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
主
な
審
査
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
企
画
委
員
会

開
催
日　
６
月
15
日

■
一
般
会
計
補
正
予
算

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
期
限

延
長
に
伴
う
経
費
を
計
上

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利

活
用
促
進
と
し
て
、
本
補
正
予

算
で
委
託
す
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
設

定
支
援
の
体
制
は
。

答　
国
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２

弾
の
申
込
期
限
が
９
月
ま
で
延

長
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
終
了
後
の

令和
５年

第
　
回
定
例
会

２

本 
会 
議

問
い
合
わ
せ
期
間
を
含
め
、
10
月
ま

で
の
委
託
を
想
定
し
て
い
る
。
本
庁

舎
や
八
王
子
駅
南
口
総
合
事
務
所
の

ほ
か
、
拠
点
事
務
所
な
ど
、
現
在
と

同
じ
７
カ
所
に
支
援
窓
口
を
設
置
す

る
予
定
で
あ
る
。

問　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、

全
国
で
別
人
に
ポ
イ
ン
ト
が
ひ

も
付
く
な
ど
の
設
定
ミ
ス
が
報
道
さ

れ
て
い
る
が
、
本
市
の
対
策
は
。

答　
報
道
に
あ
る
設
定
ミ
ス
は
、

作
業
完
了
後
に
行
う
べ
き
ロ
グ

ア
ウ
ト
が
漏
れ
て
い
た
こ
と
が
主
な

原
因
で
あ
る
。
国
は
シ
ス
テ
ム
改
修

し
、
ロ
グ
ア
ウ
ト
漏
れ
が
起
き
な
い

仕
組
み
に
改
め
た
ほ
か
、
作
業
手
順

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
改
定
し
た
こ
と
か

ら
、
職
員
や
委
託
業
者
に
改
め
て
徹

底
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

市
民
が
購
入
・
設
置
す
る
防

犯
対
策
品
の
費
用
を
補
助

問　
集
合
住
宅
に
設
置
す
る
防
犯

カ
メ
ラ
は
対
象
に
な
る
の
か
。

答　
集
合
住
宅
の
共
用
部
分
に
管

理
会
社
な
ど
が
設
置
す
る
場
合

は
対
象
と
し
な
い
が
、
個
人
が
防
犯

対
策
で
設
置
し
た
も
の
は
、
戸
建
て

と
同
様
の
補
助
を
考
え
て
い
る
。

問　
防
犯
対
策
と
し
て
設
置
す
る

カ
メ
ラ
の
撮
影
範
囲
な
ど
の
イ

メ
ー
ジ
は
あ
る
の
か
。

答　
市
で
は
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

や
運
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

成
し
て
お
り
、
戸
建
て
な
ど
で
は
、

隣
の
敷
地
が
映
ら
な
い
よ
う
配
慮
す

る
こ
と
な
ど
、
撮
影
範
囲
に
つ
い
て

示
し
て
い
る
。

結
果
　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

■
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

５
年
度
税
制
改
正
に
よ
る
法

令
等
の
改
正
に
伴
う
改
正

問
　
本
改
正
に
よ
り
、
国
税
で
あ

る
森
林
環
境
税
に
つ
い
て
、
６

年
度
か
ら
一
人
当
た
り
年
１
千
円
を

個
人
住
民
税
の
均
等
割
に
上
乗
せ
し

て
徴
収
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
本
市

で
の
対
象
者
の
人
数
は
。

答
　
３
年
度
で
は
28
万
８
千
71
人

の
市
民
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
新
た
に
税
を
徴
収
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
市
が
し
っ
か
り
説

明
責
任
を
果
た
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

情
報
発
信
の
工
夫
は
。

答
　
森
林
環
境
税
は
国
税
で
は
あ

る
が
、
新
た
に
市
民
負
担
が
発

生
す
る
た
め
、
使
途
を
明
確
に
示
す

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
納
税

通
知
書
へ
の
チ
ラ
シ
同
封
や
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
表
現
を
工
夫
し
、

情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
。

問
　
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割

等
の
減
税
後
に
判
明
し
た
燃
費・

排
ガ
ス
の
不
正
行
為
に
つ
い
て
、
再

発
抑
止
の
た
め
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー

か
ら
納
税
不
足
額
に
加
算
し
て
徴
収

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
市
の
収
入
で

は
、
ど
の
よ
う
な
扱
い
に
な
る
の
か
。

答
　
本
改
正
で
加
算
割
合
が
10
％

か
ら
35
％
に
変
更
と
な
る
が
、

あ
く
ま
で
税
で
あ
り
、
軽
自
動
車
税

と
し
て
の
収
入
と
認
識
し
て
い
る
。

結
果
　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

文
教
経
済
委
員
会

開
催
日　
６
月
15
日

■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

改
正学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
楢
原
の

名
称
や
位
置
等
を
規
定

問
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
楢
原
の

設
置
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
提

供
を
受
け
て
き
た
セ
ン
タ
ー
よ
り
も
、

楢
原
の
方
が
近
く
な
る
学
校
も
あ
る
。

学
校
給
食
法
に
基
づ
き
、
調
理
後
か

ら
喫
食
開
始
ま
で
の
時
間
的
制
限
も

本会議のようす

防犯カメラのほか、カメラ付インターホンやセンサー
付ライト、補助錠などの購入・設置費の１/２を補助
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あ
る
た
め
、
学
校
に
よ
り
近
い
セ
ン

タ
ー
か
ら
提
供
し
た
方
が
、
時
間
的

に
も
余
裕
が
で
き
る
と
考
え
る
が
、

給
食
提
供
校
に
つ
い
て
の
整
理
は
行

っ
て
い
か
な
い
の
か
。

答
　
こ
れ
か
ら
給
食
提
供
が
始
ま

っ
て
い
く
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、

当
面
は
今
の
ま
ま
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。
学
校
再
編
や
、
生
徒
の
増
減

も
地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
た
め
、

状
況
を
見
な
が
ら
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

結
果
　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

■
一
般
会
計
補
正
予
算

学
校
の
遊
具
等
の
安
全
対
策

の
た
め
の
経
費
を
計
上

問
　
小
・
中
学
校
の
遊
具
等
の
安

全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
都
の

補
助
制
度
を
活
用
し
て
、
営
繕
工
事

を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
全
校
を
対

象
と
し
て
い
る
の
か
。

答
　
今
回
の
営
繕
工
事
は
、
専
門

業
者
に
よ
る
安
全
点
検
の
結
果
、

修
繕
ま
た
は
更
新
が
必
要
と
な
っ
た

学
校
が
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

小
学
校
は
全
校
点
検
が
完
了
し
、
66

校
が
対
象
と
な
っ
た
。
中
学
校
の
点

検
も
進
め
て
い
き
、
必
要
な
場
合
に

営
繕
工
事
を
行
う
。

問
　
更
新
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、

学
校
や
子
ど
も
た
ち
の
希
望
を

取
り
入
れ
た
新
し
い
遊
具
を
設
置
す

る
こ
と
も
可
能
な
の
か
。

答
　
点
検
の
結
果
、
修
繕
で
は
な

く
更
新
が
必
要
な
も
の
に
つ
い

て
は
、
学
校
の
要
望
を
聞
く
こ
と
は

で
き
る
が
、
対
象
遊
具
は
ジ
ャ
ン
グ

ル
ジ
ム
や
鉄
棒
、
の
ぼ
り
棒
と
い
っ

た
授
業
な
ど
で
使
用
す
る
も
の
に
限

定
と
な
る
。
遊
び
と
い
う
意
味
の
遊

具
で
は
な
い
た
め
、
基
本
的
に
は
現

状
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
遊
具
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

結
果
　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

厚 

生 

委 

員 

会

開
催
日　
６
月
16
日

■
一
般
会
計
補
正
予
算

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
期
間

の
追
加
に
よ
る
経
費
を
計
上

問　
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
５
月
８
日

に
２
類
相
当
か
ら
５
類
へ
移
行

し
た
が
、
接
種
会
場
の
設
置
や
対
象

者
へ
の
接
種
券
送
付
な
ど
、
接
種
体

制
が
変
わ
ら
な
い
理
由
は
。

答　
接
種
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
５
類
へ
の
移
行
後
で
も
予

防
接
種
法
に
定
め
る
臨
時
接
種
の
位

置
付
け
に
な
る
た
め
、
同
様
の
接
種

体
制
と
な
る
。

問　
接
種
は
任
意
で
あ
り
、
９
月

以
降
に
接
種
す
る
秋
開
始
接
種

券
は
、
発
送
す
べ
き
で
は
な
い
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答　
接
種
対
象
で
あ
る
旨
を
周
知

す
る
た
め
、
秋
開
始
接
種
券
は

送
付
す
る
。
送
付
に
当
た
っ
て
は
、

64
歳
以
下
の
基
礎
疾
患
の
な
い
方
が

接
種
の
努
力
義
務
か
ら
外
れ
る
こ
と

な
ど
、
適
切
な
判
断
が
で
き
る
よ
う

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

帯
状
疱ほ
う
疹し
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
の
自
己
負
担
額
を
軽
減

問　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

お
い
て
、
８
月
か
ら
50
歳
以
上

の
接
種
希
望
者
の
費
用
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ワ
ク
チ

ン
の
効
果
や
疾
病
そ
の
も
の
を
、
市

民
が
正
し
く
理
解
で
き
る
よ
う
周
知

し
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

答　
接
種
の
実
施
に
当
た
り
、
ワ

ク
チ
ン
の
有
効
性
や
副
反
応
、

費
用
等
に
つ
い
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
該
当
者
へ
の
接
種

案
内
は
、
個
別
郵
送
で
は
行
わ
ず
、

８
月
１
日
発
行
の
広
報
紙
へ
の
特
集

号
の
折
り
込
み
や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
８
月
１
日
以
前
の
接
種
者
は

助
成
対
象
と
な
る
の
か
。

答　
５
年
４
月
１
日
以
降
に
自
費

で
接
種
し
た
方
は
、
接
種
証
明

や
領
収
書
等
に
よ
り
、
助
成
額
を
返

還
す
る
対
応
を
考
え
て
い
る
。

問　
今
回
の
補
正
予
算
に
よ
る
接

種
見
込
者
数
は
、
８
千
２
０
０

人
と
の
こ
と
だ
が
、
想
定
を
上
回
っ

た
場
合
の
対
応
は
。

答　
８
月
か
ら
の
実
施
状
況
を
把

握
し
、
見
込
み
を
上
回
る
場
合

に
は
、
対
応
で
き
る
よ
う
に
準
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

妊
婦
の
初
回
産
科
受
診
料
を

助
成
す
る
経
費
を
計
上

問　
今
回
の
補
正
予
算
の
産
科
受

診
料
の
助
成
は
、
低
所
得
の
妊

婦
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
低
所

得
者
や
経
済
的
困
窮
者
に
は
、
市
の

支
援
制
度
の
情
報
が
届
き
に
く
い
と

い
う
課
題
が
あ
る
。
情
報
提
供
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
子
育
て

応
援
サ
イ
ト
に
情
報
を
掲
載
す

る
と
と
も
に
、
医
療
機
関
か
ら
も
情

報
を
伝
え
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
庁
内
関
係
機
関
で
も
情
報
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
連
携
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

問　
真
に
必
要
と
し
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
を
妊
婦
か
ら
聞
き
、
市
が

見
極
め
、
独
自
の
制
度
を
構
築
で
き

る
よ
う
、
精
度
の
高
い
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
を
実
施
で
き
な
い
か
。

答　
妊
娠
届
の
際
や
妊
婦
面
談
に

お
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
る
が
、
妊
婦
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
改
善
に
つ
い
て
の
項
目
は
な
い

状
況
で
あ
る
。
今
後
、
盛
り
込
め
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

結
果
　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

安全性確保に向けて専門業者が安全点検

妊娠から出産、子育てまで切れ目のない
支援で、子育てしやすいまちの実現を

80歳までに３人に１人がり
・
患
・
するとさ

れている帯状疱疹

50歳以上が
助成対象

予防接種
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令和５年（2023年）
第２回定例会 議案の審議結果一覧 会派の賛否

結 果自民党 公明党 共産党 立憲民 諸　派

市長提出議案　15件 付 託 
委員会

※2
12人 10 人 ５人 ５人 ７人

人 事 固定資産評価審査委員会委員の選任（若槻周平氏） ― 〇 〇 〇 〇 〇 同 意
補正
 予算

一般会計補正予算（第２号） 全 〇 〇 〇 〇 〇5×2 可 決
給与及び公共料金特別会計補正予算（第２号） 総 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

条 例
（主な内容）

市税賦課徴収条例の一部改正
（法改正に伴い、個人住民税・固定資産税等に関する規定を改正）

総
〇 〇 × 〇 〇 可 決

都市計画税条例の一部改正
（法改正に伴い、ＥＶバスを導入するため取得する変電・充電設備等に
関する固定資産税・都市計画税の特例措置を新設）

〇 〇 〇 〇 〇 可 決

子ども家庭支援センター条例の一部改正（地域子ども家庭支援センター
南大沢との統合に伴い、同センターみなみ野の名称等を削除）

厚夜間救急診療所条例の廃止
（充実した医療提供体制を確保するため、市内の二次救急医療機関へ委
託し、夜間救急診療所を廃止することに伴い、条例を廃止）
学校給食センター条例の一部改正（学校給食センター楢原を追加） 文
手数料条例の一部改正
（法改正に伴い、建築物の高さの特例許可申請手数料を新設） 都地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正
（南陽台地区・八王子西インターチェンジ北地区の地区計画を変更）

契 約 市道川口380号線橋りょう整備工事請負契約の変更 都 〇 〇 〇 〇 〇 可 決一般廃棄物指定収集袋の取得

その他
市道路線の認定

都 〇 〇 〇 〇 〇 可 決市道路線の認定及び廃止
市道路線の廃止

議員提出議案　２件 付 託 
委員会 自民党 公明党 共産党 立憲民 諸　派 結 果

※3
意見書 健康保険証を廃止しないよう求める意見書 ― × × 〇 〇 〇3×4 否 決

有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）の水道水汚染の解明と対策を求める意見書 × × 〇 〇 〇5×2 否 決

＜会派名＞ 
 自民党：自民党新政会　　　公明党：八王子市議会公明党　　　共産党：日本共産党八王子市議会議員団

立憲民：立憲民主・市民の会　　　諸　派：会派に所属しない議員

＜付託委員会＞
総：総務企画委員会　　文：文教経済委員会　　厚：厚生委員会　　都：都市環境委員会
全：４常任委員会（総・文・厚・都）　　　　　―：付託せず

※2 議長を除く
※3 意見書の全文はこちら⇒

都
市
環
境
委
員
会

開
催
日　
６
月
16
日

■
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建

築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

南
陽
台
地
区
な
ど
の
地
区
計

画
を
変
更

問　
南
陽
台
地
区
の
住
宅
地
区
に

喫
茶
店
や
学
習
塾
等
を
建
築
で

き
る
よ
う
変
更
を
行
う
と
の
こ
と
だ

が
、
地
域
住
民
と
の
話
し
合
い
は
十

分
に
な
さ
れ
た
の
か
。

答　
住
宅
地
区
へ
の
店
舗
機
能
の

導
入
に
は
、
お
お
む
ね
賛
同
を

得
て
い
る
。
一
方
、
集
客
に
よ
り
車

両
の
往
来
が
増
え
る
の
は
困
る
と
の

意
見
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
小
規
模

な
サ
ー
ビ
ス
施
設
と
定
め
て
い
る
。

結
果　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

■
一
般
会
計
補
正
予
算

再
配
達
削
減
の
支
援
の
た
め

置
き
配
バ
ッ
グ
を
配
布

問　
輸
送
の
抑
制
に
よ
る
脱
炭
素

化
を
促
進
す
る
た
め
、
宅
配
物

の
再
配
達
を
削
減
す
る
置
き
配
バ
ッ

グ
※1
を
配
布
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

本
バ
ッ
グ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
本
バ
ッ
グ
に
は
、
鍵
や
ワ
イ

ヤ
ー
も
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

配
達
さ
れ
た
宅
配
物
を
安
全
に
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
玄
関
前
に
本
バ
ッ
グ
を
置
く

こ
と
で
、
配
達
業
者
と
対
面
せ
ず
に

宅
配
物
を
受
け
取
れ
、
非
接
触
に
も

有
効
で
あ
る
。

結
果　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

■
一
般
廃
棄
物
指
定
収
集
袋
の
取
得

一
般
廃
棄
物
処
分
用
の
指
定

収
集
袋
を
購
入

問　
一
般
廃
棄
物
指
定
収
集
袋
の

購
入
に
つ
い
て
、
昨
年
と
比
較

し
、
今
年
度
の
購
入
枚
数
は
増
加
し

て
い
る
が
、
契
約
金
額
が
低
く
な
っ

て
い
る
理
由
は
。

答　
昨
年
度
は
、
原
油
価
格
高
騰

に
伴
い
、
１
枚
当
た
り
の
単
価

が
高
く
な
っ
た
。
今
年
度
は
平
常
時

に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
単
価
が
下
が
っ

た
た
め
、
購
入
枚
数
が
増
え
て
も
契

約
金
額
は
低
く
な
っ
た
。

結
果　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定 不在時に宅配物が受け取れるよう、置き配

バッグを利用することで再配達削減を支援

〇：賛成　×：反対

※１布製の簡易的な宅配ボックスで、玄関先等に吊り下げることで、留守中であっても宅配物を受け取れるもの
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今後は

市政の

聞きました

ココを

現

状は
課題は

公
共
施
設
管
理

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

持
続
可
能
な
管
理
に
向
け
て

問 　
本
市
は
、
基
本
計
画
「
八
王

子
未
来
デ
ザ
イ
ン
２
０
４
０
」

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
示
す
経
営

計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
、

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
を

基
本
取
組
の
一
つ
と
し
て
示
し
て
い

る
。
現
在
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
基
本
方
針
な
ど
に
基
づ
き
、
検
討

や
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
課
題
は
。

答　
本
市
の
公
共
施
設
の
６
割
以

上
を
占
め
る
学
校
施
設
を
中
心

と
し
た
再
編
が
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、

他
の
施
設
で
も
、
大
規
模
修
繕
な
ど

の
際
に
施
設
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ

と
や
、
社
会
状
況
や
市
民
ニ
ー
ズ
の

変
化
を
捉
え
、
施
設
の
複
合
化
・
多

機
能
化
等
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
も

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
業
務
規
模
に
対
し
、
施
設
面

積
が
大
き
い
と
い
う
課
題
が
あ

っ
た
横
山
事
務
所
を
、
旧
横
山
学
童

保
育
所
へ
事
務
所
機
能
を
移
転
す
る

こ
と
は
、
適
切
な
施
設
規
模
、
人
員

体
制
に
つ
な
が
り
、
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
好
事
例
と
考
え
る
。
ま

た
、
市
民
部
事
務
所
内
に
高
齢
者
あ

ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
等
の
福
祉
窓

口
を
併
設
す
る
な
ど
の
複
合
化
も
進

め
て
い
る
が
、
今
後
の
予
定
は
。

答　
施
設
の
機
能
移
転
や
統
合
に

よ
り
施
設
を
有
効
活
用
し
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
柱
と
考

え
て
お
り
、
事
務
所
へ
の
セ
ン
タ
ー

の
複
合
化
を
５
年
度
以
降
に
も
３
カ

所
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
施
設
の
複
合
化
や
機
能
移
転

は
、
市
民
に
対
す
る
影
響
も
大

き
い
と
考
え
る
が
、
関
係
所
管
と
の

連
携
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答　
公
共
施
設
は
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
拠
点
で
あ
り
、
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

か
ら
の
連
携
が
重
要
と
な
る
。
施
設

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
施
設
の
所
管

や
、
サ
ー
ビ
ス
・
機
能
な
ど
を
調
整

す
る
所
管
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

施
設
再
編
な
ど
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
推
進

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
は

問 　
イ
ン
プ
ッ
ト
か
ら
新
た
な
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
を
生
成
・
創
造
す

る
生
成
Ａ
Ｉ
※
と
言
わ
れ
る
技
術
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
入
力
し
た
質
問

に
対
し
、
人
が
書
い
た
よ
う
な
自
然

な
文
章
で
の
回
答
作
成
や
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
な
ど
が
行
え
る
こ
と
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
へ
の
活
用
が
期
待

で
き
る
が
、
効
果
や
課
題
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
報
告
書
等
の

作
成
や
翻
訳
、
ア
イ
デ
ア
創
出

な
ど
用
途
は
多
様
で
あ
り
、
業
務
改

革
の
観
点
か
ら
有
力
な
ツ
ー
ル
と
考

え
て
い
る
。
一
方
、
入
力
情
報
を
素

材
と
し
て
利
用
さ
れ
、
第
三
者
に
情

報
が
流
出
す
る
お
そ
れ
や
、
生
成
さ

れ
た
文
章
の
正
確
性
、
画
像
等
の
著

作
権
侵
害
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
活

用
に
は
安
全
性
を
担
保
で
き
る
環
境

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
指
摘
さ

れ
る
中
、
で
き
る
こ
と
を
模
索

し
、
活
用
を
始
め
て
い
る
自
治
体
も

出
て
き
て
い
る
。
本
市
で
も
持
続
可

能
な
行
政
運
営
に
向
け
た
取
り
組
み

と
し
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入
を
進
め

て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

答　
課
題
が
あ
る
中
、
当
面
は
本

市
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー

に
反
し
な
い
範
囲
で
試
行
的
に
活
用

し
て
い
く
。
安
全
性
が
担
保
さ
れ
た

環
境
下
で
適
正
に
運
用
で
き
る
よ
う
、

国
や
都
な
ど
の
情
報
を
収
集
す
る
と

と
も
に
、
関
係
所
管
と
も
連
携
し
、

効
果
的
な
活
用
に
向
け
、
活
用
方
針

を
作
成
し
て
い
く
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
効
果
的
活
用
を

問 　
本
市
は
市
民
向
け
に
複
数
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
運
用
し
て
い
る
。
観

光
分
野
で
他
自
治
体
で
も
成
功
例
の

あ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
、
市
外
に
本
市
の
魅
力
を
届

け
る
た
め
に
、
運
用
で
き
な
い
か
。

答　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
、
写
真

や
動
画
な
ど
に
よ
り
視
覚
的
に

訴
求
力
が
高
い
こ
と
か
ら
、
本
市
の

魅
力
を
届
け
る
媒
体
と
し
て
有
用
と

認
識
し
て
い
る
。
既
に
10
月
開
始
に

向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

６月８日から４日間にわたり31人の議
員が市政について一般質問を行いました。
質問の中から関連した内容を取りまとめ、
その要旨を掲載しています。なお、議員
ごとの質問の模様は、市議会
ホームページで録画配信をご
覧ください。

一般質問

由井事務所内への高齢者あんしん相談センター
機能の移転など、５年度も施設の複合化を推進

生成AI

学 習
文 章 画 像

映 像 音 楽

プログラミング言語

インターネット上にある文章や画像などを学
習し、新たなものを創り出す生成ＡＩ

※利用者の指示に基づいて文章や画像、音声などを生成できる人工知能（ＡＩ）
　大量のデータで学習した内容を踏まえ、自然な表現で質問に答えたり、指示に忠実な画像の作成が可能
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質問方法
次の３通りから議員が選択します。
①一括質問方式（演壇で行い、３回まで可能）
②一問一答方式（発言席で行い、回数制限なし）
③１回目は演壇で一括質問、
２回目以降は一問一答方式

議長席前の演壇で行う一般質問
（一括質問方式）

学
校
教
育

給
食
費
の
物
価
高
騰
対
策
は

問　
学
校
給
食
費
に
対
す
る
物
価

高
騰
対
策
と
し
て
、
本
市
は
国

の
交
付
金
を
活
用
し
、
保
護
者
負
担

の
軽
減
と
給
食
の
質
を
維
持
す
る
施

策
を
講
じ
て
い
る
が
、
交
付
金
の
活

用
が
で
き
な
く
な
る
来
年
度
以
降
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　
社
会
状
況
に
変
化
が
あ
っ
て

も
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
た

豊
か
な
給
食
を
提
供
し
続
け
る
こ
と

が
、
学
校
給
食
の
果
た
す
重
要
な
役

割
だ
と
考
え
て
い
る
。
食
材
費
高
騰

の
影
響
を
受
け
る
中
で
も
、
持
続
可

能
な
制
度
と
し
て
給
食
の
役
割
を
し

っ
か
り
果
た
せ
る
よ
う
、
適
正
な
給

食
費
を
検
討
し
て
い
く
。

不
登
校
に
関
す
る
取
り
組
み
は

問　
本
市
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の

児
童
・
生
徒
に
合
っ
た
学
習
が

受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
多
様
な
体

験
活
動
等
を
経
験
で
き
る
不
登
校
特

例
校
「
高
尾
山
学
園
」
が
あ
る
が
、

そ
の
卒
業
後
の
進
路
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
高
尾
山
学
園
で
は
、
心
の
安

定
を
図
り
つ
つ
、不
登
校
児
童・

生
徒
の
実
態
に
配
慮
し
た
特
別
の
教

育
課
程
を
編
成
し
て
い
る
。
生
き
る

こ
と
へ
の
自
信
を
培
う
こ
と
で
、
４

年
度
は
、
45
名
の
卒
業
生
全
員
が
希

望
の
進
路
先
へ
と
進
ん
で
い
る
。

問　
不
登
校
の
子
ど
も
が
増
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
保

護
者
も
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
悩
み
を
抱
え
る
保
護
者
へ
の

支
援
と
し
て
、
保
護
者
サ
ロ
ン
を
開

催
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

目
的
は
。

答　
保
護
者
が
不
安
や
悩
み
を
抱

え
た
ま
ま
孤
立
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
適
切
な
情
報
や
支
援
を
届

け
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
て
い
る
。

保
護
者
サ
ロ
ン
は
、
保
護
者
が
互
い

に
支
え
合
え
る
場
と
し
て
悩
み
を
共

有
し
、
不
登
校
に
関
す
る
理
解
を
深

め
る
こ
と
で
、
不
安
を
和
ら
げ
る
こ

と
な
ど
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
は
、
開
催
回
数
を
増
や

し
、
さ
ら
に
支
援
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

産
業
振
興

中
小
企
業
の
事
業
承
継
の

強
化
に
向
け
た
支
援
を

問 　
本
市
が
行
っ
た
中
小
企
業
の

事
業
承
継
に
関
す
る
状
況
調
査

に
よ
る
と
、
黒
字
を
計
上
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
廃
業
を
予
定
す
る

企
業
も
多
く
あ
る
が
、
調
査
結
果
か

ら
見
え
た
本
市
の
課
題
は
。

答　
承
継
を
考
え
て
い
る
企
業
の

場
合
で
も
、
多
く
が
承
継
相
手

に
子
ど
も
を
想
定
し
て
お
り
、
親
族

以
外
を
考
え
る
企
業
が
少
な
い
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
公
的
相
談
窓
口
で

あ
る
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
の
認
知
度
が
、
低
い
こ
と
な
ど

も
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
廃
業
す
る
多
く
の
企
業
は
、

事
業
承
継
支
援
に
つ
い
て
知
っ

て
い
る
情
報
が
少
な
い
た
め
、
事
業

の
継
続
支
援
に
つ
い
て
の
周
知
が
欠

か
せ
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
企
業
の
廃
業
は
、
技
術
・
技

能
等
の
経
営
資
源
や
雇
用
が
失

わ
れ
、
地
域
経
済
に
と
っ
て
は
大
き

な
損
失
で
あ
る
。
事
業
承
継
対
策
に

早
期
に
着
手
す
る
必
要
性
を
周
知
し

て
い
く
と
と
も
に
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
行
う
こ
と
で
、
事
業
承
継
・
引
継

ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
認
知
度
向
上
、

利
用
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
と
市
民
活
動
の
間
を

つ
な
ぐ
支
援
の
推
進
は

問
　
地
域
課
題
や
社
会
課
題
の
解

決
に
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
※1
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
※2
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
両
ビ
ジ
ネ
ス
と
も
地
域
課
題・

社
会
課
題
の
解
決
に
寄
与
す
る

ほ
か
、
生
き
が
い
の
創
出
な
ど
の
効

果
も
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
産
業
面

か
ら
は
、
地
域
課
題
・
社
会
課
題
を

「
産
業
の
伸
び
し
ろ
」
と
捉
え
、
そ

の
解
決
に
つ
な
が
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
創
出
・
発
展
に
向
け
た
支
援
と

考
え
て
い
る
た
め
、
地
域
の
た
め
の

活
動
を
志
す
市
民
や
団
体
が
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
手
法
を
用
い
て
力
が
発
揮
で

き
る
よ
う
、
支
援
組
織
の
設
立
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
る
。

一 般質問は

※１市民が主体となって、地域が抱える課題をビジネスの手法により解決する事業
※２社会的な課題全般をビジネスの手法により解決する事業

国から委託を受けて立川商工会議所が実施する事業
「東京都多摩地域事業承継・引継ぎ支援センター」

お楽しみイベントを行うプレイルームも有する
高尾山学園で多様な経験を

センターのホームページ

ココを

聞きました
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議員席前に設置した発言席で行う
一般質問（一問一答方式）

高
齢
者

認
知
症
対
策

さ
ら
な
る
家
族
へ
の
支
援
を

問　
国
は
、
７
年
に
65
歳
以
上
の

５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る

と
見
込
ん
で
お
り
、
認
知
症
の
方
と

そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
づ
く
り
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

本
市
の
先
駆
的
取
り
組
み
で
あ
る
認

知
症
カ
フ
ェ
「
八
王
子
ケ
ア
ラ
ー
ズ

カ
フ
ェ
わ
た
ぼ
う
し
」
の
活
動
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

答　
わ
た
ぼ
う
し
は
、
認
知
症
の

方
や
そ
の
家
族
、
地
域
の
方
な

ど
、
誰
も
が
気
軽
に
交
流
や
相
談
が

行
え
る
場
所
と
し
て
、
開
設
し
た
常

設
型
の
認
知
症
カ
フ
ェ
で
あ
る
。
情

報
交
換
や
相
談
の
ほ
か
、
家
族
会
と

も
連
携
し
た
交
流
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
介
護
者
の
孤
立
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

問　
認
知
症
の
方
の
増
加
や
介
護

人
材
不
足
で
、
今
後
、
家
族
介

護
者
が
増
加
す
る
と
考
え
る
。
家
族

介
護
者
へ
の
支
援
の
た
め
、
相
談
で

き
る
場
や
、
ひ
と
休
み
で
き
る
場
が

さ
ら
に
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
家
族
介
護
者
の
会

や
認
知
症
カ
フ
ェ
を
開
催
す
る
ほ
か
、

自
主
運
営
の
家
族
会
へ
の
支
援
も
行

っ
て
い
る
。
そ
の
取
り
組
み
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
介
護
者
が

気
軽
に
行
け
る
図
書
館
や
喫
茶
店
、

商
業
施
設
で
相
談
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
開
催
場
所
や
回
数
を
工
夫
し
て

い
き
た
い
。

今
後
の
医
療
・
介
護
対
策
は

問
　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
本
市

の
医
療
政
策
は
、
健
康
寿
命
の

延
伸
と
予
防
医
療
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
。
健
康
寿
命
延
伸
に
は
、
高

齢
者
の
フ
レ
イ
ル
※
対
策
が
重
要
で

あ
る
が
、
重
視
し
て
い
る
視
点
は
。

答
　
15
万
人
も
の
高
齢
者
が
暮
ら

す
本
市
で
は
、
限
り
あ
る
資
源

で
効
果
的
な
対
策
を
進
め
る
た
め
、

よ
り
多
く
の
方
を
対
象
と
し
た
健
康

習
慣
づ
く
り
と
、
リ
ス
ク
の
あ
る
方

の
早
期
発
見
・
早
期
介
入
の
視
点
を

重
視
し
て
い
る
。

問　
今
後
は
、
医
療
と
介
護
の
両

方
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
へ
の

対
応
が
必
要
と
考
え
る
。
限
り
あ
る

医
療
資
源
の
中
、
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
を
支
え
て
い
く
行
政
の
会
議
体
を

創
設
で
き
な
い
か
。

答　
市
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
は
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
の

所
管
が
デ
ー
タ
や
課
題
を
共
有
し
、

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。
策
定
中
の
次
期
計
画
な
ど
の
中

で
、
機
動
力
と
柔
軟
性
を
持
っ
て
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
を
支
え
る
庁
内

体
制
の
構
築
に
つ
い
て
、
検
討
を
進

め
て
い
く
。

保　
育

保
育
課
題
へ
の
取
り
組
み
は

問　
子
ど
も
の
数
の
減
少
が
予
想

さ
れ
る
中
、
本
市
の
今
後
の
保

育
行
政
の
展
望
は
。

答　
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

少
子
化
の
進
展
や
共
働
き
世
帯

の
増
加
、
就
労
環
境
の
多
様
化
な
ど

の
変
化
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
定
員

に
満
た
な
い
保
育
施
設
の
増
加
な
ど
、

新
た
な
課
題
に
直
面
す
る
可
能
性
が

あ
り
、
地
域
ご
と
の
教
育
・
保
育
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
運
営
に
努
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
保
育
施
設
以
外
に
も
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
環

境
整
備
が
重
要
と
考
え
る
。
子
ど
も

の
急
な
発
熱
等
で
保
育
園
に
預
け
ら

れ
な
い
場
合
に
、
子
ど
も
を
一
時
的

に
預
か
っ
て
も
ら
え
る
病
児
・
病
後

児
保
育
事
業
の
現
状
は
。

答　
現
在
、
市
の
委
託
事
業
と
し

て
、
病
児
・
病
後
児
保
育
室
が

３
施
設
、
病
後
児
保
育
室
が
１
施
設

あ
り
、
合
計
の
定
員
は
19
人
で
あ
る
。

ま
た
、
４
施
設
合
計
の
年
間
平
均
利

用
率
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、

２
割
程
度
で
あ
る
。

問　
利
用
率
が
低
く
、
定
員
割
れ

の
印
象
を
与
え
る
が
、
予
約
が

取
れ
な
い
場
合
が
多
い
と
の
声
が
あ

る
。
保
護
者
の
不
安
を
解
消
し
、
働

き
な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

環
境
を
作
れ
な
い
か
。

答　
４
年
度
末
に
、
病
児
・
病
後

児
保
育
室
に
つ
い
て
、
保
護
者

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
現
在
、

調
査
結
果
を
分
析
中
だ
が
、
い
た
だ

い
た
意
見
を
踏
ま
え
、
課
題
に
対
し

必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

本市議会の

質問内容（議案外の質問に限ります）
本市の行政全般にかかわる事務の執行状況や
将来の方針等への疑問や提案などです。

質問時間
答弁を含め、一人当たり60分以内です。

介護実践講座「介護体験を聞いてみよう」を
開催し、家族の不安や悩みを軽減

※健康な状態と要介護状態の中間に位置し、身体的機能や認知機能・口腔機能等の低下がみられる状態のこと

八王子ケアラーズカフェわたぼうし
（八王子駅南口サザンスカイタワー近く）

病気等で集団生活が困難な子どもを一時
的に預かり、保護者の子育てを支援

病児保育室「はる」

現
状は

今後は

課題は
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都
市
計
画

高
尾
駅
南
北
自
由
通
路
整
備

問　
地
元
住
民
の
か
ね
て
か
ら
の

要
望
で
あ
る
高
尾
駅
南
北
自
由

通
路
整
備
事
業
が
再
開
し
た
。
一
日

で
も
早
い
自
由
通
路
の
開
通
を
目
指

し
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

答　
５
年
度
か
ら
２
カ
年
で
実
施

す
る
設
計
の
中
で
、
施
工
計
画

を
見
直
す
な
ど
、
事
業
推
進
に
つ
い

て
鉄
道
事
業
者
と
と
も
に
協
力
し
、

早
期
開
通
を
目
指
し
て
い
く
。

問　
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を
地

域
住
民
と
共
有
し
、
つ
く
り
上

げ
て
い
く
こ
と
は
、
高
尾
駅
周
辺
に

お
い
て
も
有
益
で
あ
る
。
本
事
業
を

推
進
す
る
に
当
た
っ
て
の
考
え
は
。

答　
多
く
の
市
民
か
ら
要
望
が
あ

っ
た
本
事
業
に
よ
り
、
駅
の
南

北
が
行
き
来
し
や
す
く
な
る
こ
と
か

ら
、
住
民
の
み
な
ら
ず
、
高
尾
山
等

に
訪
れ
た
観
光
客
の
往
来
が
増
え
、

駅
周
辺
の
活
性
化
も
期
待
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
を
契
機
と
し
て
、
今
後
、

地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

問　
地
域
ご
と
の
建
物
の
耐
震
状

況
等
を
把
握
し
、
減
災
・
防
災

に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が

必
要
と
考
え
る
。
本
市
で
は
、
ど
の

よ
う
な
地
域
の
危
険
度
が
高
い
の
か
。

答　
都
は
地
震
に
関
す
る
地
域
危

険
度
を
調
査
し
て
お
り
、
本
市

に
お
い
て
は
、
古
く
か
ら
市
街
地
が

形
成
さ
れ
た
中
央
地
域
周
辺
の
木
造

建
築
物
等
が
密
集
し
た
地
域
に
つ
い

て
、
危
険
度
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

問　
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
規
制

を
適
切
に
緩
和
す
る
こ
と
で
、

民
間
の
経
済
的
な
需
要
を
喚
起
し
、

建
物
の
更
新
を
促
す
こ
と
が
、
災
害

に
強
い
都
市
づ
く
り
に
な
る
と
考
え

る
。
中
心
市
街
地
周
辺
に
お
け
る
防

災
の
視
点
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

答　
民
間
の
建
物
の
更
新
時
期
等

を
捉
え
、
建
物
の
用
途
等
に
応

じ
て
駐
車
場
を
附
置
す
る
義
務
を
緩

和
す
る
な
ど
、
都
市
計
画
制
度
等
の

柔
軟
な
運
用
を
図
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
広
場
等
の
整

備
を
誘
導
す
る
こ
と
も
防
災
性
の
向

上
に
効
果
的
と
認
識
し
て
お
り
、
今

後
も
地
域
特
性
に
応
じ
た
規
制
と
緩

和
を
適
切
に
行
い
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

交　
通

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
は

問
　
自
転
車
の
利
用
者
が
交
通
ル

ー
ル
を
守
る
こ
と
は
、
自
分
や

他
者
に
、
け
が
を
さ
せ
な
い
た
め
の

基
本
的
な
マ
ナ
ー
で
あ
る
。
改
正
予

定
の
道
路
交
通
法
に
よ
っ
て
、
自
転

車
を
含
む
交
通
環
境
が
変
化
し
、
新

た
な
課
題
も
出
て
く
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
対
応
は
。

答
　
交
通
環
境
の
変
化
に
伴
い
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
、
交
通
安

全
に
対
す
る
意
識
を
よ
り
高
め
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
交
通
安

全
教
育
を
通
じ
て
、
自
転
車
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
の
さ
ら
な
る
普
及
促
進
や

安
全
に
対
す
る
意
識
向
上
に
努
め
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
警
察
署
等

の
関
連
機
関
と
連
携
し
、
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
面
の
両
輪
か
ら
課
題
解
決
に

向
け
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
高
齢
者
の
自
動
車
等
の
運
転

に
よ
る
事
故
が
多
い
。
事
故
を

減
ら
す
た
め
に
は
、
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
制
度
を
周
知
す
る
こ
と
も

重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
市
内
の
警
察
署
や
交
通
安
全

協
会
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

中
で
、
加
齢
に
伴
う
身
体
機
能
等
の

低
下
に
気
付
い
て
も
ら
う
た
め
の
参

加
・
体
験
型
の
交
通
安
全
教
育
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
免
許
証
の
自
主
返
納
制
度
を

周
知
し
て
い
る
。

地
域
交
通
事
業
を
活
用
し
た

交
通
空
白
地
域
の
解
消
を

問
　
市
は
、
交
通
空
白
地
域
※
解

消
の
た
め
、
住
民
が
主
体
と
な

っ
て
運
営
し
て
い
る
地
域
交
通
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
他
の
地
域

で
も
進
め
ら
れ
な
い
か
。

答　
ま
ず
は
、
は
ち
バ
ス
の
路
線

見
直
し
を
実
施
し
、
解
消
で
き

な
い
場
合
に
は
、
地
域
交
通
事
業
に

よ
る
解
消
を
進
め
て
い
き
た
い
。
事

業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
か

ら
の
相
談
や
主
体
的
な
取
り
組
み
に

し
っ
か
り
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
６
月
13
日

安　
藤　
修　
三

石　
井　
宏　
和

山　
本　
貴　
士

森　
　
　
喜　
彦

綿　
林　
夕　
夏

長
谷
川　
順　
子

玉　
正　
彩　
加

　
　
　
　
６
月
12
日

森　
重　
博　
正

舩　
木　
翔　
平

浜　
野　
正　
太

小　
林　
秀　
司

川　
村　
奈
緒
美

西　
室　
真　
希

中　
島　
正　
寿

日
下
部　
広　
志

　
　
　
　
６
月
９
日

星　
野　
直　
美

望　
月　
翔　
平

市　
川　
克　
宏

高　
橋　
　
　
剛

渡　
口　
　
　
禎

村　
松　
　
　
徹

古　
里　
幸
太
郎

大　
竹　
利　
明

　
　
　
　
６
月
８
日

金　
子　
亜
希
子

及　
川　
賢　
一

立　
川　
寛　
之

岸　
田　
功　
典

鈴　
木　
勇　
次

九　
鬼　
と
も
み

久
保
井　
博　
美

冨　
永　
純　
子

一 般 質 問 議 員を行った です（発言順）

⇒質問者の発言の
　題目はこちら

高尾駅の北口と南口を結ぶ南北自由通路の
整備を再開するほか、北口駅前広場も整備

警察署等と連携し、交通ルールの再確認
を行う自転車安全利用教室

※鉄道駅からおおむね700メートル以遠かつ、バス停留所からおおむね300メートル以遠である地域
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議会活動レポート 市議会では議案審議や一般質問以外にも、さまざまな活
動を行っています。ここでは、各委員会がテーマを決め調
査する所管事務調査など、主な活動をお知らせします。

総務企画委員会

【調】 所管事務調査の今後の予定
６/15【調】	協所管事務調査テーマの決定

５/26【報】 デジタル地域通貨の導入等に向
けた進捗状況

テーマ「多様なつながりから育む
持続可能な地域づくりの推進」

厚生委員会
５/29【報】 子どもの生活実態調査の結果

【調】 所管事務調査の今後の予定
６/16【調】	協所管事務調査テーマの決定

テーマ「乳幼児虐待予防に向けた
子育て支援のあり方」

文教経済委員会

都市環境委員会
５/29【報】 上川の里特別緑地保全地区にお
 ける新たな企業との保全活動協定

テーマ「カーボンニュートラルに向けた
公共施設のあり方」

【調】 所管事務調査の今後の予定
６/16【調】	協所管事務調査テーマの決定

【報】
＝
市
か
ら
の
報
告
に
対
す
る
質
問
な
ど

【調】
＝
所
管
事
務
調
査　
　
協
＝
委
員
間
協
議

本
市
の
海
外
友
好
交
流
都
市
で

あ
る
ド
イ
ツ
・
ヴ
リ
ー
ツ
ェ
ン
市

か
ら
、
本
市
出
身
の
肥
沼
信
次
博

士
の
功
績
を
た
た
え
た
桜
植
樹
式

（
６
月
３
日
開
催
）
に
招
待
さ
れ
、

市
議
会
か
ら
前
議
長
の
吉
本
孝
良

議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
・
ヴ
リ
ー
ツ
ェ
ン
市
訪
問

桜
植
樹
式
に
吉
本
議
員
が
出
席

植樹した桜を背景に（右から、イ
ルム市長、石森市長、吉本議員）

「
日
本
の
桜
を
見
せ
た
い
」
と

言
い
残
し
、
同
市
で
亡
く
な
っ
た

博
士
の
想
い
に
、
日
本
か
ら
植
樹

へ
の
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
、
主
催

者
の
同
市
イ
ル
ム
市
長
か
ら
は
、

「
日
本
の
皆
さ
ま
の
ご
好
意
に
よ

り
桜
を
植
樹
で
き
、感
謝
し
ま
す
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

議
員
研
修
を
実
施

市
議
会
で
は
、
議
員
活
動
を
行

う
上
で
注
意
す
べ
き
事
項
に
つ
い

て
、
新
議
員
を
中
心
に
７
月
18
日

に
議
員
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、本
市
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ（
最

高
情
報
責
任
者
）
補
佐
官
や
管
理

職
を
迎
え
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

や
談
合
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等

に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

市
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
詳
し
く
は
会
議
録
で

本
紙
掲
載
の
質
疑
の
詳
細
な
ど
、

本
会
議
や
各
委
員
会
の
発
言
を
掲
載

し
た
「
会
議
録
」
や
「
委
員
会
記
録
」

は
、
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
５
年
第
２
回

定
例
会
の
本
会
議
の
会
議
録
は
、
８

月
下
旬
に
完
成
予
定
で
す
。

会
議
録
は
こ
ち
ら⇒

■
会
議
の
模
様
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

本
会
議
な
ど
の
模
様
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
生
中
継
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
お
お
む
ね
７
日
後
か
ら

録
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

テーマ「教員の働き方改革」

【調】 所管事務調査の今後の予定
６/15【調】	協所管事務調査テーマの決定

５/26【報】 ６年度市立小学校等の使用教科
 用図書の採択事務

■
掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
ご
意
見

掲
載
内
容
に
つ
い
て
お
気
付
き
の

点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
庶
務
調
査

課
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
ア
ン
ケ

ー
ト
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
読
み
込
み
、
簡
単
に

お
答
え
い
た
だ
け
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
こ
ち
ら⇒

教えて！市議会？？
《傍聴編》ま～姫 千人くん

市議会を傍聴したいけど、
手続きは面倒なの??

簡単だよ！市役所３階の議会
事務局で、申込書に氏名・住
所を書くだけでＯＫ

飲食や許可のない写真・動画
の撮影のほか、拍手などで賛
成や反対の意思を示すことは
禁止されているよ
職員の案内をよく聞いてね！

傍聴券を受け取り、エレベータ
ーで５階の傍聴席に行くだけ

会議の30分前からだよ

その後はどうするの⁇

傍聴で注意することは⁇

受付は何時から⁇

会
議
の
模
様
は
こ
ち
ら⇒
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一　般　質　問（４日間） P5 ～ 8

一般質問では、議員は本市の行政全般にかかわる
事務の執行状況や将来の方針などについて、疑問点

を質
ただ
したり、政

策提案の一つと
して自己の意見
を述べたりしま
す。なお、一般
質問は、議案に
関しない質問と	
なります。一般質問の一問一答方式（発言者:手前右）

■委員会付託
本会議で提案された議案を詳しく検
討するため、担当する委員会に審査を
付託します。
本市議会では、総務企画、文教経済、
厚生、都市環境の四つの常任委員会に
付託しています。

■会派代表質疑
会派を代表し
た議員が、市長
の提案した議案
に対して質疑し、
市長や教育長な
どが答弁します。

会派代表質疑（発言者：手前）

■提案説明
市長が提案した
議案について説明
します。

市長の提案説明

（提案説明・会派代表質疑・委員会付託）
議　案　審　議

令和５年（2023年）
第２回定例会

の場合

議案審議など定例会の流れを紹介します。

どんな流れで
進むの？

どんなことを
しているの？

P …本号での掲載ページ

６月８日
本会議：一般質問

初日の本会議
前に議場コン
サートを開催

議長の宣言で開会し、期間を決定します。議長は議会を代表し、議場
の秩序を保ち議事を整理する
などの役割を担います。
副議長は、議長が不在のと
きなどに議長の代わりに職務
を行います。

鈴木玲央議長

開会
します

議運

６月９日
本会議：一般質問

６月12日
本会議：一般質問

６月13日
本会議：一般質問

６月14日
本会議：議案審議
議運

議会の運営を効率的に行い、また、会派間の意見
調整などを行うために設置しています。
定例会では、会期や会議日程、議事の進行、意見
書等の議員提出議案などの調整を行い、また、議場
の秩序に関することや、市議会だより「ひびき」も
担当しています。

※開催日：6月8日・14日・21日

議会運営委員会 議運

開会
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市議会では、年４回定例会を開催しています。今定例会（６月）を例に、

総務企画委員会

厚生委員会

文教経済委員会

都市環境委員会

P2　 総務企画委員会
P2　 文教経済委員会
（付託された議案の詳細な審査）

P3　 厚生委員会
P4　 都市環境委員会

（付託された議案の詳細な審査）

議長の宣言で閉会します。

閉会後から次の定例会ま
での間も、議会の活動は
行っています。P9　

▶議会についてもっと詳しくは

「 ひ び き 」 の バ ッ ク ナ ン バ ー に も 掲 載

40人の議員の顔ぶれや会派の
結成状況、新しい市議会の構成な
どは、市議会だより「ひびき」270号
（令和５年第１回臨時会）に掲載
していますので、ご覧ください。

「ひびき」
バックナンバー
はこちら

特集 特集 定例会の進み方定例会の進み方

採決（起立採決の際には、自席で意思を表明）

委員会審査報告・討論・採決
■委員会審査報告
委員長が各委員会での審査結果などを報告し
ます。
■討論
議案の採決の前に、議員
が賛否について意見を表明
したい場合に行います。

■採決
議長が、出席議員に議案について賛成 ･反対
の意思表示を求め、集計します。その場で立ち
上がって意思を表明する起立採決や、記名によ
る投票採決、異議がないかを口頭で確認する簡
易採決などがあります。

討論

６月15日
常任委員会

６月16日
常任委員会

委員会審査報告の作成や、
議会運営委員会の開催など

議運

６月26日
本会議：採決等

閉会
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■
発

行
 八

王
子
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会

■
編

集
 議
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営
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員
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ホ
ー

ム
ペ
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こ
ち
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か
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八

王
子

市
議

会
検

索
TEL

TEL

傍聴者からの声

リアルなやりとり
　傍聴でもっと市政に関心を
これまで、勤務先のある市
での議会の傍聴はありました

が、住んでいる八王子市での傍聴は初め
てでした。議員が40人ということもあり、
やはり議場が広いと感じました。
数名の議員のさまざまな質問を聞きま
したが、特に関心があったのは、学校体
育館への空調機設置について。設置が進
んでいない現状、暑さから子どもたちの
命を守ることなどへの質問があり、市の
答弁を聞いていて、市民が市政にもっと
関心を持った方が良いとも感じました。
市政について審議する議会のこのリアル
なやりとりを傍聴してもらうことで、市
政のことも伝わっていくと思います。

岡田 充生さん
（元八王子町）

市議会では、定例会の初日に出演
できる方（市内在住・在勤・在学の
個人や団体の歌唱や楽器の演奏）を
募集しています。

日時：９月４日（月）の本会議前
　　　午前９時30分～９時50分
受付：市役所３階　議事課

（午前９時から受付開始）

前回の出演 ６月８日

演奏＝阿部大輔さん（ギター）
　　　津川久里子さん（ベース）

表紙写真募集
あなたの「魅力あふれるワンショット」を「ひびき」の表紙に掲載しませんか

次回の定例会の主な予定
令和５年(2023年）第３回定例会 会期：９/４～10/11

日 月 火 水 木 金 土
 /28

招集告示日

29 30

議会運営○委

31  /1 2

3 4 開会日
議会運営○委

5 6 7 8
議会運営○委
本会議 ネット
決算○特 ネット

9

10 11
総務企画○委
文教経済○委

12
厚生○委

都市環境○委

13 14 15

議会運営○委

16

17 18

敬老の日

19 20 21 22
本会議 ネット

委員会
審査報告等

23
秋
分
の
日

24 25
本会議 ネット

決算
代表質疑等

26
決算○特 ネット
（総括質疑）

27
総務企画○分
文教経済○分

28
厚生○分

都市環境○分

29 30

10
/1

2 3 4 5
決算○特 ネット

議会運営○委

6 7

8 9

スポーツの日

10 11 最終日
本会議 ネット
（決算採決等）

○委 ：委員会
決算○特 ：決算等審査特別委員会

○分： 　　　 〃  　　　分科会
ネット ：市議会ホームページで中継

88 99

（　　　）

♪出演者を募集しています

（　　　）

本会議  ネット
（一般質問）

●会議（議会運営委を除く）は、10時から開会します
●閉会中の議会日程は、市議会ホームページをご覧ください
●問い合わせ：議事課

次回の議場コンサート

♪本会議前に心温まる演奏を♪

市内の行事・風景・まちなみなど
〈秋・初冬〉をイメージした写真

10月11日（水）

◆写真の縦・横は問いません
◆掲載は11月15日発行の272号です
◆採用者には議長からの感謝状を贈ります

募 集 内 容 締　切

募集情報はこちら⇒

応募方法は
　こちら⇒

問い合わせ：庶務調査課

問い合わせ：庶務調査課


